
２学期は川島中高祭、職場体験学習とその発表会、「先輩から学ぶ」など大きな行事が続き、皆さん

の活躍がたくさん見られ、うれしく感じています。２学期の皆さんの頑張りを振り返ってみましょう。

川島中高祭
４年ぶりに公開で川島中高祭を行うことができました。

たくさんの方が川島中高に来てくださいました。ありがと

うございました。文化祭では、２年生は初めての模擬店を

行いました。特に射的が人気で、行列が絶えませんでした。

体育祭はクラスのために一丸となって頑張りました。一人

ひとりの頑張りで、思い出に残る川島中高祭となりました。

職場体験学習
９月２０、２１日に、吉野川市・阿波市の１４の事業所で職場体験学習を行いました。普段とは違っ

た環境のなかで緊張しているようすではありましたが、学校ではできない体験をさせていただき、生徒

たちの引き締まった表情をみることができました。また、１１月２日には１年生への職場体験学習発表

会をポスターセッション形式で実施しました。１年生からは「具体的な体験内容が語られていて、その

職業についたときにどのような仕事をするのかも分かりやすかった」や、「興味がわくクイズの内容に

なっていてすごい」、「『質問はないですか？』と質問しやすい環境をつくってくれていた」などの意見

をもらっています。これらの経験がこれからの皆さんの将来の参考になればよいと思っています。

〔生徒の感想〕

・ヴィラでの体験では、担当者さんといっしょに一部屋、一部屋まわって体温と今日の調子を聞きまし

た。入居者さんはみんな優しい方たちでお手伝いをしたら「ありがとう」と言ってくれるので、とて

もやりがいがある仕事だと思いました。私も困っている人がいたら自分から声をかけて助けられるよ

うになりたいです。

・私は職場体験を通して、働くことの大切さを知ることができました。働いていると失敗してしまうこ

ともありますが、その経験を生かして次に進めると思うので、私はこれからの生活で失敗してしまう

ことがあってもめげずに次に生かしていく方法を見つけていきたいです。今回の体験で、「働く」こ

とは社会をよりよくするためだけでなく自分自身も成長させてくれることなのだと感じました。

・職場体験をして、楽しいこともたくさんあるけれど、大変なこともたくさんあると思いました。園に

子供がいるときは子供たちの命を預かっていること、子供の体調管理などさまざまなことに気を使っ

ていることを学びました。この体験を通して、コミュニケーションのとり方を今後も気をつけたいと

思いました。子供だけでなく、大人や先輩、後輩とのコミュニケーションの取り方にも気をつけたい

です。
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職場体験発表会のようす

人権学習講演会
１０月１２日、広島県福山市のホロコースト記念館から吉

田館長さんに来校いただき、講演を聞かせていただきました。

ホロコーストの歴史や、アンネ・フランク、オットー・フラ

ンクについてのエピソードなど、吉田館長さんからの話で初

めて知ることも多く、驚きが大きかったようです。感想文に

は、多くの生徒が、心に残ったことばを記していて、吉田館

長さんやアンネ、オットーさんの伝えたいことについて、自

分ごととして考えようとしていることがよく伝わってきまし

た。

先輩から学ぶ
１０月２５日に５年生の先輩方に来ていただいて、「先輩から学ぶ」を行いました。まず、進路課の

谷先生から「川島高校での生活を充実したものにするために」というテーマでお話をいただきました。

その後、高校生活について５年生の先輩方に質問をしました。学習面では、学習方法や文理選択の仕方

などを、生活面では部活動についてや高校生活での思い出などを教えていただきました。先輩方が自ら

の経験をもとに話をしてくださったのでとても分かりやすく、２年生も大変参考になったようです。高

校生活は自分で選択できることが増え、中学校の生活よりも自由なことが増えると思います。その一方

で、自分の責任も大きくなっていきます。自分で考え、行動できる高校生になるためにも、中学生のう

ちに今の生活を振り返り、修正しながら、少しずつ自分を成長させていきましょう。

〔生徒の感想〕

・勉強については、数学、国語、英語を中学生では基礎を固めておくことが大切ということを知り、私

は特に英語が苦手なので、文法や単語をしっかり覚えておこうと思いました。勉強方法についてはス

マホを親にわたすと勉強に集中できることや、テスト前は自分を分析して苦手なところを集中して勉

強することなど、さまざまな勉強の仕方について知りました。私もいろいろな勉強方法を試して、自

分にあったものを見つけたいです。

・高校生は睡眠の時間を減らして、勉強の時間を増やすと思っていました。しかし、睡眠は７時間必ず

とり、勉強の時間を増やすのではなく、いつも同じ時間に効率的に勉強すると聞き、確かにそうした

らいいのかと気づかされました。


